第１回治療プログラム対人関係援助（レクリエーション）検討会議録
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＜検討内容＞

1、 今年度、新体制一ヶ月実施状況について

･現在新体制になり、一ヶ月プログラム実施状況について

　現在の問題点‥要望

· 今までプレミーティングの時間になっても始まらず各病棟のスタッフも集まらない事があった。

（参加する病棟、しない病棟がある）

　→プレミーティング実施時間厳守を徹底していく事。(現在はほとんどない)

　→時間を守らない病棟があるようです。時間になったらミーティングは始めてください。遅れてくる病棟を待つ必要はありません。（佐々木）

· 水曜日の各病棟について、体育館を使用したい患者様の為に東･西･北病棟と交互に振り分けして提供してもいいのではないか?

　→どのようにしますか？（佐々木）

· 水曜日の各病棟に関して、各病棟､趣味活動と今まで交互に行っているが、各病棟だけにして欲しい。(例えば、北病棟は、金銭管理･周辺散策･退院に向けての勉強会など、西･東病棟は、身辺整理･保清など有効に使いたい。)

　→各病棟で異なるプログラムを実施するということでしょうか？であれば、プログラム作成時にはどのようにしますか？（佐々木）

· リーダーは、Ns、CWに関わらずおこなっても良い事。今、現状はCWだけで行っている状態の為、リーダーとは言わず記録を看護の視点から状況、状態を記載してもらいたいと要望がある。

　→具体的にどのようにするのでしょうか？（佐々木）

· ミニ運動会は、マット、玉入れなど多種目で患者様に人気があり盛り上がっているので、取り入れて欲しい。

　→月間プログラム作成時に取り入れていきましょう（佐々木）

2、 各病棟プログラム実施のプレミーティングについて

　･各病棟(水曜日)プログラム実施のプレミーティングは必要か?

· 各病棟で行う際、体育館を使用したい患者様もいるので、プレミーティング時に、使用してもいいか?他病棟で使用するのか?の確認が必要な為(東C病棟

の患者様が使用する際、他病棟の患者様と接触の危険性がある為)。

＊回覧者は、月～金曜日まで一律、司会者が行う事とする(司会はこれまでどおり病棟順に) 必要時には、各病棟に確認してから17時までに回覧する。記録が遅れそうな時は、連絡するのもよし。(時間厳守)

　

･毎日の実施記録回覧について

再確認宛先を次の通りにする

＊A.O.M.、各病棟、外来、看護S.G.M.、各病棟J.G.M.、田村直樹、諏訪

· 現在のPC内のリハプロ記録回覧先一覧の名前を変更する事は出来ないのか?

→担当管理者佐々木JGMに確認とする。

→看護検討会で確認します。（佐々木）

　　＊回覧は、責任を持って司会者が行う事とする。(司会はこれまでどおり病棟順に)

　　　必要時には、各病棟に確認してから17時までに回覧する。記録が遅れそうな時は、連絡するのもよし。(時間厳守)

3、 南病棟のミーティング参加について

･今後も、南病棟プログラムの実施予定報告を行う事となっています。

4、 体育館の物品、施設確認徹底について

　＊午前(9:30前･11:00後)、午後(14:00前･15:30後)プログラム前後(計4回)に必ず、リーダーとリハプロに付いたスタッフ全員で使用した物品(破損、数)、施設確認(破損、窓の開閉など)を徹底して行う事とする。

5、 次月のプログラム内容確認について

　･6月予定表を作成した西病棟が物品準備を忘れずに行う。物品準備した場合、各病棟･プログラム担当者に忘れずメールでもいいので、連絡をする。

6、 各病棟における担当者間の連絡周知徹底について

引き続き、各病棟担当スタッフ間で検討会内容を連絡し、各自が周知する事。また、検討会内容により看護検討会での審議が必要な場合は担当管理者より検討会へ提出する。

毎日のプレミーティング、毎月の検討会には必ず各病棟担当者１名が参加する事。
次回　プログラム検討会日時　６/23月曜日　１５：３０～　西Aミーティングルーム

　検討会内容）１、プログラムの実施状況

　　　　　　　２、次月プログラム内容確認

　　　　　　　３、その他（各病棟からの意見など）

7、 体育館使用後の施設物品管理について

今後、プログラム実施後は施設物品の破損状況について確認して行く事にします。

リハプロ記録の一番下に確認項目を設けたので、各リーダーもしくはその日の担当スタッフが確実に確認するようにしてください。
リハプロ記録の書式に若干付け加えがあります。一番下に、施設・物品の破損有無について記す欄を設けました。
午前、午後のリーダーがそれぞれ確認して氏名を確実に入力してください。
